
新年２週号

◎
他
面
の
主
な
記
事

　年　新年号　　　　　　　　　　　　　　　　　特別インタビュー

「温泉文化」を守り、世界に発信

山
本
一
太
群
馬
県
知
事
に
聞
く

「温泉文化」のユネスコ無形文化遺産登録を目指す主な動き

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
登
録
目
指
す

政
官
民
連
携
で
国
民
運
動
に

（１） 第３２０４号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）１月５日（金曜日） （毎週月曜日発行）

　
★

～

面
…
国
内
Ｏ
Ｔ
Ａ
ト
ッ
プ
座
談
会

　
★

～

面
…
旅
館
女
将
に
よ
る
座
談
会

　
★

～

面
…
宿
泊
業
４
団
体
に
よ
る
改
正
旅
館
業
法

　
　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
座
談
会

全国推進協議会の設立総会（年月日）

年月日
　群馬県の自民党県議による「温泉文化世界遺産研究会」が発足
年月日
　群馬県庁内の関係課で組織する「群馬の温泉文化研究会」が発足
年月日
　群馬県の温泉・観光関連団体などが「温泉文化ユネスコ無形文化遺産登録推進協
議会」を設立（年月日、「群馬県から温泉文化のユネスコ無形文化遺産登録
を実現する会」に名称変更）
年月日
　日本温泉協会の会員総会で、会員提出議題として温泉文化のユネスコ無形文化
遺産への登録を目指す議案が全会一致で承認
年月日
　自民党、公明党の国会議員が「『温泉文化』ユネスコ無形文化遺産登録推進議員連
盟」（会長・衛藤征士郎元衆院副議長）を設立
年月日
　道県が「『温泉文化』ユネスコ無形文化遺産登録を応援する知事の会」（会長・蒲
島郁夫熊本県知事）を設立。※年月時点で道県が参加
年月日
　全国旅館ホテル生活衛生同業
組合連合会、日本温泉協会、日本
旅館協会が民間の推進組織とし
て「『温泉文化』ユネスコ無形文
化遺産全国推進協議会」を設立
年月日
　日本温泉協会が設置した有識
者検討会「温泉文化のユネスコ
無形文化遺産登録に向けた検討
会」が初会合
年月日
　「経済財政運営と改革の基本方針」（骨太の方針）が閣議決定され、温泉、旅館
について「観光資源・文化資源」と記載
年月日
　「温泉文化のユネスコ無形文化遺産登録に向けた検討会」が早期登録に向けた提
言（中間取りまとめ）を公表
年月日
　知事の会が全国の温泉地を対象にした悉皆（しっかい）調査を開始
年月日
　「『温泉文化』ユネスコ無形文化遺産登録推進議員連盟」総会が開催。全国推進協
議会から衛藤会長に対し、「温泉」を文化資源として磨き上げることを首相の施政
方針演説に盛り込むことなどに関する要望書を提出
年月日
　全国推進協議会の会長に元文化庁長官の青柳正規氏が就任

「
温
泉
文
化
」
を
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
―
。
登
録
を
実
現
し
よ
う
と
、
都
道
府
県
知
事
の
会
、
国
会
議
員
の
議
員
連

盟
、
民
間
団
体
に
よ
る
全
国
推
進
協
議
会
が
相
次
い
で
発
足
す
る
な
ど
、
登
録
推
進
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
一
人
が
山
本
一
太
群
馬
県
知
事
だ
。
「
『
温
泉
文
化
』
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
を
応
援
す
る
知
事
の
会
」の
事
務
局
長
を
務
め
て
い
る
山
本
知
事
に
登
録
の
意
義
や
課
題
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
群
馬
県
庁
で
。
聞
き
手
＝
向
野
悟
）

山本一太氏（やまもと・いちた）　群馬県草津町出身。年３月、中央
大学法学部卒。年５月、米国ジョージタウン大学大学院国際政治学修士
課程修了。国際協力事業団（ＪＩＣＡ）、国連開発計画（ＵＮＤＰ）ニューヨ
ーク本部などを経て、年７月、参議院議員に初当選。内閣府特命担当相、
参議院予算委員長など。年７月から群馬県知事。歳。

　
―
―
「
温
泉
文
化
」
を
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
す

る
意
義
は
。

　
日
本
固
有
の
文
化
で
あ
る

「
温
泉
文
化
」を
保
護
、活
用
、

発
信
し
、
次
代
へ
と
つ
な
い
で

い
く
必
要
が
あ
る
。温
泉
に
は
、

古
く
か
ら
病
気
や
け
が
の
治
療

に
利
用
さ
れ
て
き
た
湯
治
の
文

化
が
あ
り
、
さ
ら
に
温
泉
利
用

の
長
い
歴
史
の
中
で
、
衣
食
住

を
含
む
幅
広
い
文
化
に
変
化
し

て
い
っ
た
。
温
泉
文
化
と
は
、

日
本
国
民
全
体
の
生
活
文
化
で

日
本
独
自
の
文
化
で
あ
る
。

　
日
本
の
温
泉
は
、
ホ
ッ
ト
・

ス
プ
リ
ン
グ
で
も
ス
パ
で
も
な

く
、
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
だ
。
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
が

実
現
す
れ
ば
、
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
が

世
界
共
通
語
に
な
り
、
文
化
的

な
観
点
で
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ

る
。
そ
の
こ
と
が
温
泉
文
化
の

保
護
、
温
泉
地
の
活
性
化
に
つ

な
が
っ
て
い
く
。
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
今
、
温
泉
地
で
一
番
深

刻
な
問
題
は
担
い
手
不
足
、
後

継
者
不
足
だ
。
地
域
の
温
泉
文

化
が
消
え
て
し
ま
う
よ
う
な
こ

と
は
阻
止
し
た
い
。

　
温
泉
文
化
の
保
護
で
重
要
な

こ
と
は
、
温
泉
地
で
働
く
人
た

ち
の
誇
り
と
希
望
を
醸
成
す
る

こ
と
だ
。
世
界
か
ら
注
目
さ
れ

れ
ば
、
日
本
人
自
ら
が
温
泉
の

文
化
的
な
価
値
を
見
つ
め
直
す

こ
と
に
な
る
。
遺
産
登
録
は
、

温
泉
文
化
の
担
い
手
で
あ
る
温

泉
地
で
働
く
人
た
ち
の
心
の
支

え
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
―
―
「
温
泉
文
化
」
の
定
義

に
つ
い
て
、
日
本
温
泉
協
会
が

設
置
し
た
有
識
者
検
討
会
は
、

「
自
然
の
恵
み
で
あ
る
温
泉
を

通
し
て
、
心
と
体
を
癒
や
す
、

日
本
国
民
全
体
の
幅
広
い
生
活

文
化
」
と
提
言
し
て
い
る
。

　
日
本
固
有
の
文
化
と
し
て
ど

の
よ
う
に
整
理
す
る
か
が
大
事

だ
。
湯
に
浸
か
っ
て
体
の
芯
か

ら
温
ま
り
、心
と
体
を
癒
や
す
。

温
泉
旅
館
で
は
畳
の
部
屋
に
布

団
を
敷
き
、
浴
衣
を
着
て
、
地

元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
地

酒
を
楽
し
む
。
日
常
か
ら
離
れ

て
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
心

も
体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
。
衣

食
住
の
全
て
が
凝
縮
さ
れ
た
文

化
と
し
て
の
価
値
が
十
分
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
温
泉
は
日
本
人
に
ど
こ
か
懐

か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が

あ
る
。
温
泉
に
行
っ
て
ほ
っ
と

癒
や
さ
れ
る
と
か
、
文
字
通
り

裸
の
付
き
合
い
で
、
誰
か
と
一

緒
に
湯
に
浸
か
っ
て
心
を
通
じ

合
わ
せ
る
と
い
う
の
も
独
特
だ

ろ
う
。
日
本
人
に
は
〝
遺
伝
子

レ
ベ
ル
〟
で
温
泉
が
染
み
つ
い

て
い
る
と
思
え
る
。

　
人
口
減
少
や
人
手
不
足
の

中
、
こ
れ
か
ら
の
温
泉
地
や
温

泉
旅
館
は
、
少
な
い
人
手
で
お

も
て
な
し
で
き
る
よ
う
に
、
変

わ
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
だ

ろ
う
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が

発
達
す
る
な
ど
、
大
き
な
時
代

の
流
れ
で
必
要
な
こ
と
で
は
あ

る
が
、
女
将
さ
ん
や
仲
居
さ
ん

の
お
も
て
な
し
と
い
う
の
も
温

泉
文
化
の
一
部
だ
。
も
し
こ
う

し
た
文
化
が
失
わ
れ
た
ら
、
日

本
の
温
泉
文
化
の
特
徴
も
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。

　
―
―
登
録
が
実
現
す
れ
ば
、

温
泉
地
の
観
光
振
興
に
も
プ
ラ

ス
に
な
る
。

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
は

文
化
遺
産
を
保
護
す
る
の
が
目

的
で
、登
録
を
目
指
す
上
で
は
、

観
光
振
興
は
結
果
と
し
て
つ
い

て
く
る
副
次
的
な
も
の
と
捉
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
温
泉

文
化
を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と

は
、
観
光
立
国
・
日
本
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
戦
略
の
柱
に
な
り
得

る
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
観
光

立
国
で
行
く
し
か
な
い
。
温
泉

地
の
多
く
は
地
方
部
、
山
間
部

に
あ
り
、
温
泉
を
観
光
の
目
玉

と
し
て
地
域
の
経
済
、
文
化
を

支
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
地
域

を
盛
り
上
げ
た
い
。
温
泉
文
化

を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
で
、

地
方
の
温
泉
地
に
観
光
客
が
来

て
く
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
新
し
い

文
化
も
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　
―
―
登
録
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

　
大
き
く
言
っ
て
三
つ
の
取
り

組
み
が
重
要
と
な
る
。一
つ
目

は
文
化
財
登
録
だ
。ユ
ネ
ス
コ

（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）に

提
案
す
る
に
は
、国
内
法
で
保

護
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
は「
温
泉
文
化
」を
文
化
財

保
護
法
の
文
化
財
と
し
て
位
置

づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ

れ
に
は「
わ
ざ
」や「
担
い
手
」の

特
定
や
、全
国
各
地
の
温
泉
に

関
す
る
民
俗
文
化
な
ど
を
洗
い

出
す
必
要
が
あ
る
。知
事
の
会

で
は
、こ
の
た
め
の
調
査
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

　
二
つ
目
は
機
運
醸
成
。
２
０

２
０
年

月
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
式
サ
ウ
ナ
の
伝

統
」
は
、
国
民
全
体
の
文
化
で

あ
る
と
い
う
点
で
、
温
泉
文
化

に
近
い
。
こ
の
取
り
組
み
を
参

考
に
し
て
い
る
。
２
０
２
２
年

９
月
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
訪
問

し
た
が
、
そ
の
時
に
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
サ
ウ
ナ
協
会
の
方
か
ら
、

国
民
運
動
に
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ

た
。
温
泉
に
関
係
す
る
団
体
が

中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た

「
『
温
泉
文
化
』
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
全
国
推
進
協
議

会
」
の
活
動
な
ど
を
受
け
て
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
の
関
係
者
も
本

気
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
市
町

村
な
ど
も
巻
き
込
ん
で
、
全
国

各
地
の
温
泉
地
の
機
運
を
盛
り

上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　
三
つ
目
は
連
携
。
関
係
者
間

の
連
携
が
調
査
研
究
、
機
運
醸

成
に
も
大
事
だ
。
団
体
や
企
業

に
呼
び
掛
け
て
、
全
国
推
進
協

議
会
の
会
員
を
増
や
し
、
連
携

の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
。
全

国
の
温
泉
地
や
観
光
の
関
係
者

は
も
と
よ
り
、
「
温
泉
文
化
」

の
登
録
を
後
押
し
し
て
い
る
自

民
、
公
明
の
議
員
連
盟
や
、
わ

れ
わ
れ
知
事
の
会
、
そ
し
て
関

係
省
庁
な
ど
、
登
録
に
関
わ
る

全
て
の
関
係
者
の
連
携
強
化
が

登
録
実
現
へ
の
道
筋
を
つ
け
る

こ
と
に
な
る
。

　
―
―
登
録
の
実
現
に
向
け
て

関
係
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　
登
録
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
高

く
、
登
録
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
言
う
人
も
い
る
が
、
挑

戦
す
る
価
値
が
あ
る
。
知
事
の

会
は
、
会
長
の
蒲
島
郁
夫
熊
本

県
知
事
、
幹
事
長
の
平
井
伸
治

鳥
取
県
知
事
を
は
じ
め
、

道

県
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
今
で

は

道
県
が
参
画
し
、
全
国
を

巻
き
込
ん
だ
大
き
な
動
き
に
な

っ
て
い
る
。
多
く
の
温
泉
が
地

域
の
要
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ

と
の
表
れ
だ
と
心
強
く
思
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
は
、
前
述
の
議

員
連
盟
の
ご
尽
力
も
あ
り
、
政

府
の
「
骨
太
の
方
針
」
（
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
２
３
）
に
、
「
温
泉
」
や

「
旅
館
」
が
磨
き
上
げ
る
べ
き

「
文
化
資
源
」
で
あ
る
こ
と
が

本
文
中
に
明
記
さ
れ
た
。
こ
れ

は
登
録
に
向
け
た
第
一
歩
で
画

期
的
だ
。

　
温
泉
文
化
は
日
本
が
世
界
に

誇
る
べ
き
固
有
の
文
化
だ
。
こ

れ
を
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
す
る
こ
と
は
、
日
本
に

と
っ
て
も
大
き
な
意
味
が
あ

る
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
登
録
実

現
へ
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

方
に
呼
び
掛
け
て
、
国
民
的
な

運
動
と
し
て
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
。

山本一太群馬県知事は年９月、「フィンランド式サウナの伝統」をユネ
スコ無形文化遺産に登録したフィンランドを訪問。ホンコネン科学・文化
相と意見交換した＝写真（群馬県提供）。「温泉文化」登録への参考にし
ようと、フィンランドサウナ協会の関係者などとも会った


